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２０２２年度（令和４年度）の主要な事業計画 

 

Ⅰ はじめに 

 

２０２１年度は、大学キャンパス統合事業が完了するなど第二次中期計画スター

トの年となるにふさわしい１年となりました。大学は、４月に泉ヶ丘キャンパスの

全面リニューアルを終え、次世代型スマートキャンパスとして、多様な学びと活発

な交流を生み出す学び舎に生まれ変わり、改革のセカンドステップに移行していま

す。大学の統合を無事に終えられたことはもちろんのこと、幼稚園から大学まで教

職員一丸で、改革の一歩を踏み出し、法人の収支も均衡する見通しとなっていま

す。 

一方で、新型コロナウイルス感染症については、緊急事態宣言やまん延防止等重

点措置の発出が繰り返されましたが、感染防止対策を徹底しながら、学びの機会を

確保するため、幼稚園から大学まで、対面形式やオンライン形式などを活用する学

びのスタイルの定着を図ることができました。今後も、変異株の出現など予断を許

さない状況はしばらく続くとみられますが、引き続き、教育の質の維持向上を図っ

ていきます。 

 

こうした新型コロナウイルス対応や本学院の第二次中期計画２年目を着実に進め

ていくために、役員・教員・職員１人ひとりが「自ら気づき、自ら考え、自ら行動

する」との精神のもと、第二次中期計画の改革方針である「エンロールメント・マ

ネジメントの強化」「教職協働の強化」「財務基盤の強化」の取り組みを進めていき

たいと考えております。 

 

教育行政の新しい動きとしては、現在、文部科学省「学校法人制度改革特別委員

会」において、理事会と評議員会の位置づけを見直すことなどを含めた私立学校法

改正案の議論がなされています。これらの動向を踏まえて、帝塚山学院にふさわし

いガバナンス体制の整備を図っていく予定にしております。 

 

このほか、民法が改正され約１４０年ぶりに、成人年齢が２０歳から１８歳に引

き下げられます。高校３年生や大学１年生でも１８歳になれば、生活に関わる契約

を自身のみで結べるようになりますし、加えて高校の学習指導要領の改訂により、
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「金融教育」も義務化となります。今後ますます教育内容の充実が大切であると考

えております。 

 

 また、私立学校の経営を支える募集状況を見てみると、私立大学の２０２１年春

の入学定員充足率は、初めて１００％を下回っており、定員割れとなった大学の割

合は、ほぼ半数に迫りました。１８歳人口が減少する中、私立大学の淘汰の波はと

どまるところを知りません。大学だけではなく、すべての設置校においても、少子

化の影響は色濃く反映されています。こういった状況ではありますが、２０２２年

度の本学院の入学者募集状況については、現時点では確定ではありませんが、昨年

度に引き続き、幼稚園から大学院まで募集入学定員を充足できる見通しとなってい

ます。これは、これまで培ってきたノウハウに改善を加え、募集活動を地道に取り

組んできたことが、志願者の多くの共感を得られ、結果につながったものと考えて

おります。 

学院の培ってきた「体験を通して、学びの楽しさを知る」教育を提供し、今後

も、学修者本人が「学院に通いたい」と心から思ってもらえるような、選ばれる総

合学園をめざしていきます。 

 

 第二次中期計画の２年目にあたる今年度は、上述したことを強く意識し、改革の

基本方針をさらに推し進めることを念頭に置き、２０２２年度事業計画での具体的

施策を策定し、予算に反映させ、実効性を確保してまいります。法人および各学校

の年度計画の詳細は、後掲の事業計画に示していますので、ご確認ください。 

  

 今後も理事長、学長、校長、園長のリーダーシップのもと、教職一体となって、

力の漲った社会で輝ける人材づくりに尽力してまいります。  
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Ⅱ  学校法人帝塚山学院の中期計画 
 
[１] ２０２１年度から２０２５年までの第二次中期計画の全体図 

 

 
 

２０２１年〜２０２５年 中期計画 
 

１．強靭さと豊かな創造⼒を備えた⼈の育成 
２．主体性を育む⾃学主義に基づく教育 
３．進化する品格ある名⾨私学     

（帝塚⼭学院⼤学・⼤学院のビジョン） 
学⽣、教職員が共に輝く⼤学 
・ 学⽣が主体的に学び育つ「学育」。そしてレジリエンスと気品をそなえた⼈物へ成⻑ 
・ それをサポートする教職員の教育⼒の向上 
・ 学⽣、教職員が共に情熱を持って⽣き⽣きと課題に取り組む 

 

（帝塚⼭学院中学校⾼等学校のビジョン） 
〜百年続く「⼒の教育」という伝統を胸に、誇り⾼く、⾃分らしく成⻑する舞台〜 
・ 柔軟な思考⼒と幅広い教養がともなうしなやかな知性を育む 
・ 独創的な発想⼒と、⾃⼰表現⼒を養う学びで、豊かな創造⼒を育む 
・ 他を思いやり、相⼿の気持ちを理解する、寛容な⼼を育む 

 

（帝塚⼭学院泉ヶ丘中学校⾼等学校のビジョン） 
〜 未知なる未来へ挑み続ける⼈を育てる 〜 
・ 新たなことへのチャレンジに価値を⾒いだす  ・ 失敗から⽴ち上がる逞しい精神⼒を⾝に付ける 
・ 幅広い知識や技術を⾝に付ける        ・ チームワークに必要な協調性、社会性、責任感を⾝に付ける 
・ 多様性が理解出来るグローバルな視座を⾝に付ける 

 

（帝塚⼭学院⼩学校のビジョン） 
・ ⾃分の「存在意義」を⾒つけ出す⼒を持つ児童の育成 
・ 点数化される基礎学⼒（認知能⼒）も、点数化されないが将来や⼈⽣を豊かにする能⼒（⾮認知能⼒）も、ともに成⻑

していく学校 
・ 「⾃学主義」の浸透 「恊働学習」・「本物体験」の実践。未来を⾒通し、デザイン（創造）できる⼒をつける 

 

（帝塚⼭学院幼稚園のビジョン） 
・学びに向かうための基礎となる知識や思考⼒・判断⼒・表現⼒、また主体性や協働性の育成 
・「本物を体験する」をコンセプトとした⾷育や観察、絵本への取り組み等実体験の実践 

 
 

  

（帝塚⼭学院⼤学・⼤学院の中期計画） 
・ 輝ける学科の構築  ・ 学⽣が主体的に学び育っていくための「学育」  
・ 10 のちからを備えた⼈物へ成⻑を促す教育の実施 ・ 安定した⼊学者数の確保 ・ ⼤学ブランディングの確⽴ 
・ 新ディプロマ・ポリシーに対応した就職に強い⼤学の構築  ・ 財務基盤の強化 

 

（帝塚⼭学院中学校⾼等学校の中期計画） 
・ 教科指導⼒の向上  ・ ⽣徒学⼒の向上  ・ 学習環境の増強  ・ ⽣徒指導⼒の強化  
・ ガバナンスの強化  ・ 教育環境の整備  ・ ⼊試募集の強化 

 

（帝塚⼭学院泉ヶ丘中学校⾼等学校の中期計画） 
・ 合格実績の向上   ・ 英語教育・国際理解教育の充実   ・ ⼊学者確保  ・ ⽣徒指導の徹底 
・ カリキュラムの変更〜社会⼈基礎⼒の育成〜 ・ ＩＣＴ機器を活⽤した教育の実践   
・ 特別活動の充実〜社会⼈基礎⼒の育成〜   ・ 教育環境の充実 

 

（帝塚⼭学院⼩学校の中期計画） 
・ 教員の質の向上 ・ 学⼒（認知能⼒）を育成する教育の発展 ・⾮認知能⼒を育む教育の徹底 
・ 未来につなぐ⼒の育成 ・ 組織改⾰の計画的実施 ・ 適材適所に必要な⼈材の確保と配当の計画 
・ 教職員の勤務環境の整備 ・ 各部署との連携の強化 ・ 児童定員の確保 

 

（帝塚⼭学院幼稚園の中期計画） 
・ 体験型プロジェクト保育の実施  ・ 教育の質の保証 ・ 教員の指導⼒向上  ・ 保育環境の充実 
・ 進路指導の充実 ・ 幼⼩連携の充実 ・ 募集活動の意識共有 ・ 事務処理のＩＴ化  ・ 園児定員の確保 

建学の精神（学院のミッション） 
⼒の教育：「意志の⼒」「情の⼒」「知の⼒」「躯幹の⼒」 

の４つの⼒の漲った⼈物の育成 

１．エンロールメント・マネジメントの強化 
２．教職協働の強化 
３．財務基盤の強化 

これを実現するために 

ビジョンを具現化するために 

学校法⼈ 帝塚⼭学院 

学院全体のビジョン 

改⾰の基本⽅針 
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Ⅲ ２０２２年度 帝塚山学院の事業計画の骨子 

 
 
[１] 法人本部の事業計画 
 

 １．エンロールメント・マネジメントの強化 

     
（１）優秀な人材の採用・教育の質向上 
 

（２）ＩＣＴ体制の強化 

 

 

 ２．教職協働の強化 

 

（１）各校園へのサポート強化 

 

（２）人事制度の見直し 

 

（３）職員全体を対象とした研修制度の確立 

 

（４）定年延長を見据えた給与制度、退職金制度の見直し 

 

（５）学院ブランドイメージの向上 

 

 ３．財務基盤の強化 

 

（１）募集定員確保のための体制強化 

 

（２）業務効率化の徹底 

 

（３）月次決算制度と収支予測制度の導入 

 

（４）募金施策による増収 
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[２] 幼稚園の事業計画 

 

 １．エンロールメント・マネジメントの強化 

 

（１）教育の質の保証 

  ① 体験型プロジェクト保育の実施 

  ② ICT 機器を利用した教育活動の研究。 

③ 食育活動の実施 

④ ＳＤＧｓへの取り組み 

  ⑤ 表現力・語彙力の向上 

  ⑥ 安全教育の継続 

 ⑦ 運動能力・体力の向上 

  ⑧ マナー教育の充実 

 

（２）指導力向上 

  ① 教員研修・園内研修の実施 

  ② くぼた脳研の活用 

  ③ 安全教育・救命技能の向上 

  ④ 人事考課制度、評価の実施 

⑤  担任ローテーションの実施 

⑥ 保育マネジメントの充実 

 

（３）保育環境の充実 

  ① 保育室環境  

② 園庭環境 

③  自園給食の実施 

 

（４）進路指導の充実 

 

（５）幼小連携の充実 

 

 

２．教職協働の強化 

（１）募集活動の意識共有 

  ① 募集活動への協力と助言 

② 入園希望園児の紹介 
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（２）補助金獲得の提案

（３）幼稚園運営の援助協力他法人の学校運営の具体例の調査提示・提案

（４）事務処理の IT 化

（５）教員採用・人材確保の確立

（６）契約職員、アルバイトの有期雇用の廃止

（７）寄付金獲得のための具体案の提示

（８）特別協力金納付率１００％

３．財務基盤の強化 

(１)安定的財務基盤の確立

(２)定員確保

(３)保育料値上げの検討

(４)特別協力金納付率１００％

(５)寄付金の募集「まつかさ応援募金」

(６)他学部との連携を模索

[３] 小学校の事業計画

１．エンロールメント・マネジメントの強化 

（１）教員の質の向上

① 教科指導力の向上

② 学級経営力の向上

③ 人材の確保と、適材適所配当

（２）学力（認知能力）を育成する教育
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① 学力向上に向けた取り組みの継続と強化 

② 「学力向上教材」の作成と利用 

③ 漢字学習方法の精査 

④ 「進路ファイル」の周知 

⑤ ＴＡＳＣの充実 

 

（３）非認知能力を育む教育の徹底 

① 生活指導の強化と徹底 

② 学校行事の意義の向上 

③ 恊働学習の手法の確立と実施   

④ 給食の在り方と食育 

⑤ 「道徳」科目の確立 

 

（４）未来につなぐ力の育成 

① 進路指導の取組強化と周知 

② キャリア教育 

③ ＩＣＴ教育 

④ 英語教育 

 

 

２．教職協働の強化 

（１）組織改革の計画的実施 

① 組織改革 

② 校務分掌・業務必携 

③ 児童に対する教員連携強化 

 

（２）適材適所に必要な人材の確保と配当の計画 

 

（３）教職員の勤務環境の整備 

 

（４）各部署との連携の強化 

① 全体 

② 帝塚山学院幼稚園 

③ 帝塚山学院中学校高等学校、帝塚山学院泉ヶ丘中学校高等学校 

④ 帝塚山学院大学 

⑤ 本部事務局 



8 
 

⑥ アドミッションセンター 

  ⑦ 保護者・ＰＴＡ 

  

 

３．財務基盤の強化 

 

（１）児童定員の確保 

 

（２）適正な児童定員数と、学校授業料の計画的検討 

 

（３）外部資金の獲得 

 

 

 

[４] 泉ヶ丘中学校高等学校の事業計画 
 

 １．エンロールメント・マネジメントの強化 

 

（１）進路指導部 

① 国公立大および国公立医学部等現役での合格者増 

 

（２） 国際教養部 

① ネイティブマネジメントと四技能に関する英語授業力の向上 

 

（３）入試対策部 

① 募集定員確保とレベルの維持・上昇 

 

（４）生徒指導部 

① 校内規範意識のさらなる向上 

 

（５）保健部 

① 迅速かつ的確なコロナ対応とメンタルケアの継続 

 

（６）企画部 

① 各プロジェクトの円滑かつ充実した内容での実施 
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（７）生徒会・学年活動 

① 学校行事の生徒主導への変換 

② 計画性のある継続的実施 

 

（８）教務部 

① 日常教育活動の円滑な実施 

② 教科主任との連携強化 

 

（９）組織的活動の徹底（組織ごとの会議運営と全体方針の徹底） 

 

 

 

２．教職協働の強化 

 

（１）有益な勤務時間管理 

 

（２）教育施設の有効活用 

 

（３）ＰＴＡ、同窓会との連携強化 

 

（４）有効な教員採用 

 

（５）感染症対策 

 

 

 

３．財務基盤の強化 

  

（１）入学生確保 

 

（２）補助金の獲得 

  

（３）支出の見直し 
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[５] 中学校高等学校の事業計画 
 

 １．エンロールメント・マネジメントの強化 

 

（１）生徒指導力の強化 

① 創究講座の充実とアクティブラーニングの強化 

② エンロールマネジメントによる募集と進路のリンク 

③ 多様な進路への対応 

④ 基本的な生活習慣の確立 

 

（２）教科指導力の向上 

① ラーニングコモンズ第二期工事 
② ＩＣＴ環境の整備 
③ 教員研修の実施 

  ④ 優秀な人材の採用 

 ⑤ リモート教育の強化 

 

（３）生徒の学力向上 

① 各コースの特色に合わせた学力向上 

 

 

 ２．教職協働の強化 

 

（１）教職協働の促進 

 

（２）ガバナンスの強化 

 

（３）教育環境の整備 

 

 

 ３．財務力の強化 

 

（１）入試募集の強化 

 

（２）外部資金の獲得 

① 大阪府や文科省等の競争的補助金の獲得 

 



11 
 

[６] 大学・大学院の事業計画 

 

１．エンロールメント・マネジメントの強化 

  

（１）教育課程の質の保証 

① 基礎学力の強化と検証 

② 学修成果の点検・評価 

③ ４年以内の退学者率改善 

④ 教育改善への継続的取り組み 

⑤ 抽選科目の運用改善 

⑥ 養護教諭採用試験合格者数の増加 

⑦ 自主学習グループの運営と改善 

⑧ 大学・保護者・学生との連携強化 

 

（２）学修支援の充実 

① 学生の能力に応じた入学前教育の実施 

② 学修支援体制の充実（多様な授業形態の推進） 

③ 学生の自主学習や教員とのコミュニケーションを推進 

④ テヅカポートフォリオの活用 

⑤ ＩＲを活用した教学マネジメントの実行 

 

（３）キャリア支援 

① 内定率 100％の維持 

② 資格取得強化 

③ 企業との関係強化 

 

（４）学生を大切にする大学づくり（入学前から卒業までをサポート） 

①  多様な課外活動の支援（学生活動等の活性化） 

② 学生指導及び学生生活支援 

③ 経済的支援（各種奨学金等） 

 

 

（５）学修環境の整備 

① 食堂、図書館の改善  

② ＩＴ活用環境の改善 

③ 企業とのコラボ活動 
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（６）地域社会への貢献 

 

 

２．教職協働の強化  

 

（１）教学マネジメントの機能性 

 

（２）教員の配置・職能開発、職員の研修 

 

（３）内部質保証の実施 

 

 

３．財務基盤の強化 

（１）入学定員の充足 

 

（２）外部資金の獲得 

 

（３）人件費の抑制 

 

（４）物件費の削減 

 



［１］資金収支計算書（活動区分資金収支計算書）

（単位：百万円）
2021年度
補正予算

2022年度
当初予算

① ②

教育活動資金収支差額 A △598 550 978

教育活動収入 ① 6,952 6,847 △275

教育活動支出 ② 6,455 6,289 △166

差引 ①-② 497 558 △109

調整勘定等 △1,095 △8 1,087 参考：期末時点の未払金、未収入金等の額の調整

施設設備等活動資金収支差額 B △366 △475 △109

施設整備等活動資金収入 ① 305 99 △206

施設整備等活動資金支出 ② 719 574 △145

差引 ①-② △414 △475 △61

調整勘定等 48 0 △48 参考：期末時点の未払金、未収入金等の額の調整

0

小計 C=A+B △964 75 869

0

その他の活動による資金収支差額 D △23 △19 3

その他の活動資金収入 ① 1,828 1,077 △751

その他の活動資金支出 ② 1,850 1,096 △754

差引 ①-② △23 △19 3

調整勘定等 0 0 0 参考：期末時点の未払金、未収入金等の額の調整

支払資金の増減額 E=C+D △987 56 872

0

前年度繰越支払資金 F 4,486 3,499 △987

翌年度繰越支払資金 G=E+F 3,499 3,555 △115

2021年度補正予算vs2022年度当初予算
差異
②-①

キャンパス統合関連の補助金減、退職者減に伴う財団繰入収入減

キャンパス統合による合理化、退職者減に伴う退職関連費用減

＜2022年度主要な投資予定＞
住吉キャンパス：教室改装、空調更新、コモンズ工事
泉ヶ丘キャンパス：教室改装、中庭人工芝工事

有価証券の期日落ち及び購入の減
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［２］事業活動収支計算書

（単位：百万円）
2021年度
補正予算

2022年度
当初予算

① ②

教育活動収入 A 7,004 6,848 △157

 学生生徒等納付金 4,775 4,765 △10

 手数料 70 70 0
 寄付金 114 103 △11
 経常費等補助金 1,562 1,503 △59 キャンパス統合に伴う修繕費等の補助終了

 付随事業収入 259 277 18 スクールバス収入増

 雑収入 224 130 △94
退職者減による退職金財団からの繰入収入及び
退職給与引当金の戻入減

教育活動支出 B 6,992 6,882 △111
 人件費 4,316 4,259 △57

給与等経常的人件費 4,077 4,101 24 昇給等

退職金関連等人件費 239 158 △81 退職者減

 教育研究経費 2,031 1,970 △62 キャンパス統合関連支出残の減少、及びキャンパス統合による合理化

 管理経費 645 652 7

教育活動収支差額 C=A-B 12 △34 △46

教育活動外収入 D 27 22 △4
 受取利息・配当金 25 20 △4
 その他の教育活動外収入 2 2 0

経常収支差額 E=C+D 38 △11 △50

特別収入 F 5 19 14
その他の特別収入 5 19 14

特別支出 G 37 0 △37

その他の特別支出 37 0 △37 前年度：狭山キャンパスの土地建物等の売却消費税

特別収支差額 H=F-G △32 19 51

基本金組入前当年度収支差額 I=E+H 6 8 1

基本金組入額 J △699 △328 371
＜2022年度主要な投資予定＞
住吉キャンパス：教室改装、空調更新、コモンズ工事
泉ヶ丘キャンパス：教室改装、中庭人工芝工事

当年度収支差額 K=I+J △693 △320 372

2021年度補正予算vs2022年度当初予算
差異

②-①
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